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家兎虫垂の結核アレlレキー反応について~

同l 橋 明 男

(~ヒ海遊大学結核研究所病理部 主任森川手l時教持)

= 広司
陰性の家兎。

結核菌 H 37 RV株IJIl熱殊商，牛型三輪株生商。
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ilI1f ，医芋のいろいろな分野での進歩がめさま Lくぷ作動物群:本実験約2カ月以前に H37 RV株加熱

もちろん免疫学i二関Lても決してそのI戒を)j児しなL、。 過 死雨量5mgを有する Freund'scomplete adjuvant の

去での免疫学は絢商学者の主宰とするところであったが 1 mlを5日間々隔で， 31可符部vこ筋肉注射し，その後

南米，免疫化学者，病理下者，分子ノ七物t芋者ーの徒携によ ツベノレクリン反応阪性であることを確認しだ。

り日進月歩の発展をとげてきた。しかしながら，それら 結核関終何万法選作動物群およびJド!部作動物群を

の研究者の絶えまない努力、こもかかわらず，免疫機構の それぞれ閥践し，虫垂i二上記の死関 0，5rngの局所持種

木質は|円態依然として厚L、へーんに葎われたままで，容 を行ない， 開院して死丙擁種群とし， 同様にして牛ゐ商

易二:::'E9:n!.を解明する迄v二十一ってL、なL、。 0，1mg接待したものをと主翼H引率群とした。

そこで，諸家はもっぱら Iymphoidapparat山合併問 結核商絞海後， 1， 3， 5， 7， 10日， 2， 3， 4， 6， 8週

寸ること v二よって，この未明の免疫機構を究明 Lょうと 11に存群を剖検し，主として組織学的検索を行なった。

している昨今であるo 1956年， Glick等1lはニワトリの なお， Ponomareve8) ，浜 IH9l の ~Il告している家兎虫垂

Bursa Fabr山 1が免疫学的に重要な役割を演じているこ の活胞縦同像を，さらに，便宜上[羽 1のごとく随所改名

とを提明し，つL、で， 1961年に Archer& Pierce2l， するとともに，新たに件名をも行なった。

Miller3lがそれぞれ，家兎およひ才ウスの新生時胸腺摘

出を行なって，抗体産生能の低下することを報告した。 図1 家兎虫干RiI~f泡縦断而{象
さらに， 1963年 Archer等によって家兎虫垂も抗体産生

能に関係していることが検索された。そして， 1965年に

は Gりけd等引がニワトりの BursaFabricii と形態学(J!~

uこ類似の家兎虫垂を腸チフス病凝集索産生{iEより， I陶l以

句二依ffしない一つの器官として centralIymphoid ti削 le

二人れだ。紺旧等7lも家兎虫垂の免疫的役割をλるiこ，

i可'1'.'ぷ兎の虫垂摘 :1 いこより，協千ブスi詰il凝集;f~ jÌtノUì(，の

抑制l合ノJ;L，[胸腺摘出群よりも，さらに，これに虫垂摘11¥

合併j甘することによって， ソベノレクリン・アレルギ-j)'(

件、正生白色の恢復が箸i珂に遅延することを液告しているc

このように家兎虫垂の免疫機構での上位調節という生

物学的機能は，断片的ながらも把握されつつある。そこ

で，私はL、わゆる病理形態学的な規角より，家兎虫垂の

認識を試みた。つまり，家兎虫垂に人型結核死菌，生菌

を同月庁後種することによっての虫垂漏胞と，その周辺の

結核アレノレギの表現，局所防衛機構としての病変態度を

鋭察したので報告する。

材料および方法

実験動物 H 37 RV休電の健康なツヘノレクリン反応

1.粘膜固有府 5.中間帯 9.粘膜下組織

2.腸陰窃 6.i慮胞嬢合部 10.筋肉層

3.被覆上皮 7.i慮胞中心部 11.捜膜

4.上皮下部 8.;慮胞周辺部
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実験成績

I 死菌接種群

1) 接種後 1日目所見感作群:漉胞接合部から粘膜

国有層に多核球が多量に浸i閏し，細網細胞の増生がみら

れ， 1慮胞周辺部に小膿蕩を形成している。その膿蕩周囲

に類上皮細胞が結節状に増生してし、る。リンパ管にかな

りのリンパ球と多核球がうつ滞していて，上皮下部の細

胞は疎開してみえる。非感作群:多核球の浸潤が1慮胞，

漏胞接合部に少ないがみられ， d，重胞周辺部に大食細胞の

過多の出現と細網細胞の増生が認められる。リンパ管に

はリンパ球の軽度の蝿集がみられるほかは一般に所見が

少なし、。

2) 同3日目所見感作群日目所見程ではないが

濡胞，接合部，粘膜固有層にかけてかなりの多核球の浸

潤がみられる。 i慮胞中心部に多くの大食細胞が出現して

いる。小さな類上皮細胞結節が中間帯側の猿胞周辺部，

接合部に多少認められる。非感{乍群;i!草胞接合部，粘膜

固有層に多核球の浸潤がみられるほか，全体的に病変の

程度が弱し、。

3) 同5日目所見感作群:粘膜固有層はかなりのリ

ンパ球および多核球で閉塞され拡張したリンパ管，さら

に出血像がみられ，細網細胞の増生も強い。 i慮胞は類上

皮細胞結節が多く，なお，その中心部に多核球を限局的

に包有した小嬢死巣を形成し一部乾酪化してしら。 1慮

胞周辺部は細胞構成が高度に奪三粗で大食細胞の小集族を

有していて，ピロニン好性細胞(以下「ピ」好性細胞と

略す〕も認められる(図2，3)。 非感作群;V，副包周辺部

の中間帯の隣接部にわずかの類上皮細胞の散在，粘膜下

組織に軽度の出血像がみられる。多核球の浸i閏は決して

図2 感作群死核接種後5日目

類上皮細胞結節形成がi慮胞内にも及び，
その中心部に多核球の浸潤がみられる，

H'E染色。

多くない(図4)。

4) 同7日目所見感作群:5日目所見と同様に粘膜

固有層内のリンパ管にリンパ球， 多核球が充填してい

る。i!重胞に成熟した類上皮細胞の結節形成が強度にみら

れ，粘膜下組織にも及んでいる。そしてp その結節の大

半は崩壊した多核球をもった小壊死巣をつくっている。

非感作群:粘膜固有層にはうっ血，血管鉱張がみられ，

i慮胞接合部には僅かながら大食細胞および細網細胞の増

生が認められる。

5) 同10日目所見感作群 7日日と殆んど同様の所

見を呈しているほか， Iピ」好性細胞がリンパ管，腸陰

高に遊出している。非感作群;Iピ」好性細胞が粘膜司

有層， リンパ管に認められるが， 7日目所見と大差がな

L 、。

6) 同2週目所見 感作群:粘膜固有層のリンパ管に

リンパ球および多核球がうつi帯していて，腸管内にもリ

ンパ球の流出がみられる。多核球の浸潤は漏胞周辺部，

図3 感{乍群死菌接種後5日目

粘膜固有層のリンパ管にリンパ球，多

核球が高度に充填している， H.E染。

図4 非感作群死菌接種後5目白

i慮胞接合部に類上皮細胞の散在はみら
れるが，病変は弱い， H・E 染色。
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接合部にみられるだけである。非感作若手:各鴻胞の随所 胞全体に多核球の浸潤がみられ，中心部の壊死をもった

に出血像がみられ，多核球の瀕漫性浸潤も強く，鴻胞に 結節が随所に認められ，これらの結節で、鴻胞が置き換っ

不規則な細絹細胞の増生が顕著に認められる。上皮下部 ているものもある。なお，リンパ管への細胞流出も強度

の細胞構成は繁粗で， リンパ管はリンパ球， 多核球で である。

膨化され，腸管腔にもリンパ球が流出して塊状を示して 9) 同6週目所見 感作群:粘膜固有層に軽度のうつ

いる。なお.Iピ」好性細胞がi慮胞周辺部に散在してい 血像が認められるほか. 1~2個の結節がi慮胞周辺部に

る。 みられる(図5)。非感作群:粘膜固有層および鴻胞接

7) 同3週日所見感作群:多核球浸潤はあまりみら 合部に多核球の浸潤，粘膜下組織にもリンパ球の浸潤が

れなし、。鴻胞に大小の結節が散在し，大きな結節は乾酪 認められる。 結節形成が強く， 数個の結節が互に融合

化し，中心部に壊死を認める。非感{乍群:粘膜固有層， して巨大結節を形成し乾酪巣が広範囲にまで及んでい

漏胞，接合部に多核球浸潤，結節形成が著しく.i慮胞間 る〔図6)。

の融合によって接合部が消失しているものもある。結節 10) 同8週日所見 感作群:滞胞周辺部の極くわず

中心部の乾酪，壊死も強く，結節の周囲に「ピ」好性細 かに結節形成が残っている以外は所見が認められなし、。

胞の確認もできる。 非感作群:粘膜固有層に多核球の浸潤がみられるほか，

8) 同4週目所見感作瀞:i慮胞周辺部に小さい結節 結節も少なL、。一般に病変程度が弱L、。

が散在するほか特別の所見がみられない。非感作群:t慮 つぎに，結核菌の動態についてみると，感作群の 1日

図5 感作群死菌接種後6週日

殆んどのi慮胞が修復されている。中間
帯が粉々懸粗でその間に大食細胞が散

在している.H.E染色。

図6 非感作群死菌接種後6週目

結節が融合して巨大化し，中間帯をも

庄排している.H.E染色。

目にみられる膿療の中に認め.i慮胞の大食細胞の内には

発見できなL、。 3日目の壊死巣に認められ. 5日目の乾

酪巣にも確認できたが，類上皮細胞結節内にはみられな

い。 7日目のt慮胞周辺部の結節には少なからず残存し

ている。 10 日目以降は発見できなし、。非感{乍群では 1~

3日目に認められず. 5日目のi慮胞周辺部の大食細胞の

中に菌体崩壊物と思惟される頼粒状のものが多数みられ

る。 7日目で、もi慮胞の大食細胞の中に同様の頼粒体が認

められる。 10日目も同様の所見がみられたが. 2週日以

後はみられない。

以上，死菌接種群の病理所見を要約したものが表 1で

ある。

E 生菌接種群

1) 接種後 1日目所見感作群:濯胞全体に多くの大

食細胞が散在し.i1重胞周辺部に軽度の細網細胞の増生が

みられるほか，一般的に顕著な病変がない。非感作群:

感{乍群の所見とほとんど同様である。

2) 同3日目所見感作群:粘膜罰有層とi慮胞接合部

に軽度の多核球浸潤がみられ，また， リンパ管内に細胞

が少なからず滋出して，清胞全体，とくにi慮胞中心部の

細胞構成が緊粗である。 i慮胞および接合部に細網細胞の

増生が認められ，大食細胞の小集渓の中にも多核球浸j閏

がみられる。非感作群.大食細胞がi慮胞中心部，中間帯

に多く出現しているほか病変程度が弱い。

3) 同5日目所見 感(乍群:i慮胞周辺部に類上皮細胞

によるかなりの大きな結節が増生し，なかには軽度の多

核球の浸J聞がある。リンパ管にはリンパ球が多数停留し

ていて，上皮下部の細胞構成が緊粗である。「ピ」好性

細胞が結節の周囲に散在する。非感作群:中間帯に近い



胞が密生している。 リンパ管は細胞で膨化している一

方，上皮下部，中間帯の細胞の減少がみられる(図7)。

非感作群:感作群と同様の多核球浸潤があり， i慮胞周辺

部，接合部に結節をつくり，その結節の周囲に「ピ」好

性細胞を認める(図8)。

5) 同10日目所見 感作群:多核球が全体的に浸潤し

ている。漏胞，接合部の結節が互に融合して，小集族を

なし，大結節を形成している。その中心部は大方壊死を

つくり，また，偽好酸球の集結像を認める O なお， ["ピJ

4 

鴻胞周辺部に結節形成があり，その結節内に多核球の浸

潤がみられ， リンパ管にリンパ球，多核球の充壌が認め

られる。

4) 同7日目所見 感作群:粘膜閏有層および漉胞に

多核球の浸潤があり，結節が増大して，それらが融合し

て， {慮胞の細胞が類上皮細胞に置換された像を量し，そ

の結節には多核球の崩壊した残屑や巨細胞も発見でき，

壊死巣も随所にみられる。また，被覆上皮の肥厚も認め

られ，粘膜固有膚および結節周囲に「ピ」好性の大型細
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好性細胞も結節周囲にみられ，多量の細胞がリンパ管に

流出してしら。非感作群:i慮胞全体に多核球の浸潤，結

節は~蓄胞周辺部，接合部のほか，中間帯へと増生してい

て，中間帯の細胞が鴻胞外へと庄排された像を呈してい

る。「ピ」好性細胞が粘膜固有層に多数みられる。

6) 同2週目所見感作群:一般に病変程度が強く，

i慮胞，接合部，とくに粘膜固有層に多核球の浸潤がみら

れる。 i慮胞の各部を識別できない程の結節群に覆われ，

比較的各種細胞の侵淫度の少ない中間帯まで及んでい

る。紫膜にも出血像がみられ， リンパ管に細胞が充填

している。なお， rピ」好性細胞は結節の周囲に散在し
て，上皮下部の細胞構成が繁組となっている。 非感作

群:粘膜国有層，濡胞，接合部に「ピ」好性細胞でとり

囲む結節形成，さらに軽の細胞浸潤が認められる。なお

リンパ管に軽いリンパ球のうつ滞がみられる。

図7 感作群生菌接種後7日目

壊死をもった広大な結節がみられ，殆

んどのi慮胞が破壊されている， H.E 
染色。

図g 感作群生菌接種後6週目

被覆上皮の肥厚， i慮胞の変形がみられ
るが細胞構成が修復されている，

H.E染色。
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7) 同3週目所見感作群:粘膜固有層および上皮下

部に多核球の浸潤がみられる。漉胞は殆んど類上細胞で

覆われて，漉胞の間隙は全く消失し，漉胞の形態はみら

れなし、。わずかながら上皮下部がところどころに島興様

の原型を残すのみである。結節には広範な乾酪像を呈し

ている。非感作群:粘膜固有層および漏胞に多核球の浸

潤， リンパ管にリンパ球，多核球のうつ滞が著明で， i慮

胞の構成細胞は全体的に繁粗像を示している。 i慮胞，接

合部に結節がかなり認められる。

8) 同4週目所見感作群:粘膜固有層のみに多核球

の浸潤がみられ， リンパ管に軽度ながらリンパ球が停留

している。結節形成は濡胞の周辺部，粘膜下組織に認め

られる。非感作群:粘膜固有層， 1慮胞に多核球の浸潤の

ほか，腸湯窓にリンパ球を多核球が小集塊をなしてj持出

している。 i慮胞周辺部，接合部に結節形成が強く，大き

図8 非感作群生菌J妾種後7日目

粘膜固有層に軽い細胞浸潤と接合部に

小さな結節形成がみられる， H.E染

色。

図10 非感作群生菌接種後6週目

広範な結節がなお残存している，その

中心部が乾酪巣を形成している，

H.E染色。
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いものは壊死巣をもっ。

9) 同6週日所見感作群 rピ」好性細胞が鴻胞の
周囲， リンパ管内に散在しているほかは，病変像が乏し

し正常の大食細胞をもった鴻胞も規則的に配列してい

る〈図的。非感作群:病変程度が非常に強く，鴻胞が

広範な乾酪巣，壊死巣をもった大きな結節で崩壊され，

i慮胞の細胞が粘膜国有層に圧排され，上皮下部は膨化し

て粘膜固有層と融合した像を呈しさらに，強度の細網

細胞の増生がみられる。 そのほか， リンパ管にリンパ

球，多核球が多量に充填している(図10)。

10)同8週日所見感作群:病変が全くみられない。

非感作群:漏胞に多核球の浸潤， ~童胞に結節形成がなお

散在している。治癒した澱痕および再生と思惟されるi慮

胞とi慮胞との間隙が不明瞭なものや，変形したi慮胞が随

所にみられる。

結節菌の動態をみると，感作群の1， 3日目にはみら

れず， 5日目で、結節に， 7日目の漉胞周辺部と粘膜下組

織の結節にそれぞれみられ， 10日目では結節の周囲とリ

表 2 生菌接種群の病理所見

接 動 細 胞 浸 i関 細網 リンパ管の 結 ヒ。ロニ 結

種後 物
粘膜 漏 胞 i慮胞 細胞 充填細胞

核
ン好性 核

日 番 結

数 号 固有層 上皐口~ I 中間帯 I中心・ 接合部 増生 リンパ球|多核球 節 細胞 菌
下 周辺部

1日 T-3 + T-4 

3日 T-7 十 + 十 十 + 
感
T-8 

5日 T-12 + + + + 千十 + + + T-13 

7日 T-16 + + + + 4十 + 出 + + T-17 

10日 T-21 + + + + 4十 + 十件 + 作 T-22 

2週
T-25 

+十 + + + + + 1+ + 時 + + T-27 

!3週
T-30 + + + 州T-31 

群 4週
T-34 + + 千十T-35 

6週
T-38 

十
T-40 

8遅IT-41 

C-3 1日 C-4 + 

3日 C一一 7 + 
非
C-8 

5日
C-]2 

+ + + + C-13 

7日 C-16 + + + + + + + + 
感

C-17 

10日 C一一21 + + + + 十+ + 十十 + C-22 

2週 C-25 + 十 + + + + + + 
作 C-26 

3週 C-29 + + + + 十十 + 十トC-30 

4逓 C-33 + + + 十 十卜
群

C-34 

6週 C一一37 千十 + + + +十 +十 + 刊件C-38 

8週 C-41 + + 十十
C-42 



ンパ管の近くに確認された。 2週目以後は認めることが

できなし、。非感作群では 1日目の鴻胞周辺部およびその

部の大食細胞にみられ， 3日目も同様にみられた。 5日

目は確認できず， 7日目にi慮胞周辺部，その部の大食細

胞に抗酸性染色性頼、粒体が散在している。 2週目は 7U 

Bよりも少ないが同様の頼粒休が認められる o 3週心以

降はみることがて、きなかった。

以と，生菌接種群の病理所見合要約したものが去2で

ある。

総括および考按

Digbyは以前から家兎虫垂が免疫に何んらかの関与が

あるではないかと考えていたが， 1954年に家兎虫垂に

closteridium septicumを接種した感作群と非感作群に

同菌を接種して，感作群の“experimentalmyositis"の

広がりが非感作群に比較して小さいことをみている 10)。

その後， Archer等4)5)は家兎虫垂が生後30日で皮質と髄

質に分離し， これがニワトリの BursaFabriciiが勝化

後8日に漏胞が皮質と髄質に分かれるのと，組織学的に

驚くほど類似の様相を呈することを報告して，家兎虫垂

を胸腺，ニワトリの BursaFabricii と同様の器官とし

て centrallymphoid tissueに入れた。しかし家兎虫

垂を円小嚢 (sacculusrotundus) ， パイエノレ板， 大盲腸

扇桃 (centralcaecallis major)から切り離して，独自の

ものとして centrallymphoid ti回目に加えることが正

論であるかどうかは，多くの質疑のあるところであるo

L 、ずれにしても，抗原刺激に対する家兎虫垂の態度がリ

ンパ節とならんで抗体産生過程で特殊の形態学的表現を

示すことは考え得る。

ヒトの虫垂が腸の他のいかなる部よりも結核菌に対し

ての感受性が最も高いと考えられているが，しかし，虫

垂の結核例は非常に少ないと諸家が示唆している11-14)。

一方，本実験で家兎虫垂に結核菌を接種した場合，接種

後早期の所見は抗原の決定基と直桜の開通性が不明であ

るリンバ球， 多核球の軽度の浸j悶と， 既存の細網細胞

の増生が主として生起されるo M~作群iこ死菌を銭種した

際に生菌接種例に比較して，早期にlfl度の禰漫性リンパ

球，多核球浸潤がみられ，これが非感作群においても同

様の経過および病変程度の差としてみられる。このこと

は死菌 0.5mgと生菌 0.1mgとの接種菌量の相違にあ

ると思われる。また，人型結核菌感作家兎で，二次抗原

として人型菌，牛型菌を接種したとき，結核アレルギー

性肝臓カタラ一七、反応は人型菌よりも牛型菌の場合の方

が低い値を示しているように15) いわゆる菌型の相違も

原因と思惟される。以前，木積16)が再J感{乍ιおける局所

7 

リンパ節の態度として，再感作後 2~6 時間に細網細胞

の増生{象および類上皮細胞の集団的浸j閣をみているが，

家兎虫垂にあっても 1日日に既に同様の所見が観察され

7こ。

つぎに煩上皮細胞の出現時期であるが，感{乍群の死菌

綾種例jでは 1日μ，生菌該種f7U3日目，非感1乍群にあっ
ては死菌・生菌接種例とも 5日目にみられた。森JII1りは

死菌感作家兎に死菌の生食水浮滋液を気道内注入によっ

て，肺では3日目に幼若類上皮細胞の出現をみている。

また，家森18)19)は BCG菌感作家兎に人型生菌を接種し

て5U目に幼若類上皮細胞の出現， 7日目に集合結節を

認め，定型的な類上皮細胞は 2~3 週に出現することを

電顕像より報告してし、る。

結核結節形成を含めての病変程度は柏々時期のずれは

あるが死菌，生菌長群とも感作群の方が早期に強く表わ

れてL、る。ニれはとりもなおさず， Koch現象にもとず

くもので， !~!'F群での抗原抗体反応の結果，局所に菌を

捕捉し，死滅させようとする反応の表現と考えられる。

これらの特異的細胞増生の累積を抗体産生に直結させて

免疫適格細胞増生ということに波及して，考えてみる必

要があろう。リンパ節においては抗原刺激後5日目皮質

じ大型の「ピ」好性細胞が増生しこの細胞がほとんど

未熟なリンパ球系細胞とみなされるものであり，電顕で

みると未熟な形質細胞系に属するものが多く， 10日目に

なると形質細胞の増生がさらに進行してくる2oh本実験

の家兎虫垂では「ピ」好性細胞の殆んと、が結節の周囲に

存して， リンパ節と同様に，早いもので感作群の5日目

に出現してくるO この細胞の系統的位置づけであるが，

Friedenstein2Dは形質芽細胞と想定しながらも，家兎虫

垂の鴻胞内に成熟形質細胞を確認していなし、。本例でも

「ピ」好性細胞の運命を未究明のままに，i慮胞内の成熟

形質細胞の存在を発見することがで、きなかった。

家兎虫垂の抗原刺激による鴻胞内の細胞動態に関して

は， 菌ーは一種後， 鴻胞周辺部の大食細胞， 細網細胞の増

生， リンパ球等の浸i筒，次いで類上皮細胞の出現という

形態学的表現がi層胞中心部へと漸次移行してL、く。さら

に病変程度の拡大にともない慮胞の構成細胞が議粗とな

る傾向を示す。これは既存のリンパ球，新生細胞(し、わ

ゆる Flemingの二次小節は濯胞には殆んどみられない

が〉が再輸出リンパ球とともにリンバ流によって粘膜固

有居， iilIl胞接合部，粘膜下組織のリンパ管に放出した結

果と想定される。これが極期に達したとき， リンパ管の

充鈎を越えて腸管腔内へもi持出してくる。一方， i慮胞内

でもrjrjHHg:のごときは割合に病変のでき難い部である。

疋来，中間市は構成細抱が過密でこの部Iニは，核分裂像
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をもった細胞が数多く観察できることから，勿論，推察

の域から出はしないが， リンパ球産生母地の場と考えら

れる。なお，大食細胞の存在が殆んど認められず，細網

細胞の増生も全く乏しく，要するに，炎症性刺激に対し

ての反応が生起され難いと思惟される。

最後に，本実験で家兎虫垂の結核アレルギーの表現を

観察したが，その結果，局所リンパ節と同様に局所防衛

反応の形態を家兎虫垂が呈示することを認識できた。し

かし ce!1trallymphoid tissueとしての役割を充分演

ずることができるかとしづ問題は一連の円小嚢，パイエ

ル板，大盲扇桃と関係ずけて考察する必要があり，なお

一層の追加実験が行なわれてはじめて究明されるべきも

ので，現在，家兎虫垂へ免疫機構における地位と能力に

ついての詰問に即答できるとは思われなし、。いずれにせ

よ，体重に比較して過大発達した家兎虫垂の存在価値が

認められる日の近づくことを期待する。

最古 E音

結核菌感作家兎虫垂に結核死菌，生菌を局所接種して

免疫病理学的観察を行なった。

1) 結核菌接種後，特異的反応、に先きだち早期に非特

異的反応が起きるが，死菌，生菌接種例とも感作群が非

感作群に比較して病変が早く，かつ，強く認められた。

2) 類上皮細胞の出現は感作群死菌接種例 1日目，同

生菌接種例3日目，非感{乍群両接種例とも 5日目にみら

れた。

3) IピJ好性細胞は早いもので5日目に漏胞内外に

出明してくるが，遅くとも 3週目には消失していた。な

お，i慮胞内には形質細胞の存在は確認で、きなかった。
4) 病変の強さに追従して， <慮胞内の細胞がリンパ流

によって漉胞外へと滋出した像を呈示した。
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